
　

5
月
25
日（
土
）に
平
成
25
年
度
支

部
総
会
を
支
部
創
立
60
周
年
記
念
総

会
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
母
校
よ
り

倉
田
吉
春
校
長
、
松
村
秀
寿
教
頭
、

恩
師
と
し
て
植
松
康
郎
、
片
桐
千
恵

子
、
五
藤
慶
子
、
茅
野
正
、
増
澤
三

平
、
両
角
は
つ
の
各
先
生
、
大
久
保

一
会
長
、
小
口
正
人
東
海
支
部
長
は

じ
め
会
員
多
数
が
出
席
し
、
東
京
支

部
会
員
を
合
わ
せ
て
1
7
0
余
名
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
開
会
の
言
葉
に
続
き
物
故

者
へ
の
黙
祷
、
現
副
支
部
長
指
揮
、

山
崎
本
部
会
員
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ

る
校
歌
斉
唱
で
始
ま
っ
た
。
例
年
通

り
支
部
長
挨
拶
、
続
い
て
倉
田
校
長

か
ら
母
校
の
近
況
や
県
下
の
高
校
の

再
編
な
ど
の
報
告
、
恩
師
を
代
表
し

て
茅
野
先
生
の
在
職
中
や
同
窓
会
に

関
す
る
お
話
が
あ
っ
た
。
大
久
保
会

長
か
ら
は
60
周
年
を
祝
う
言
葉
と
今

後
も
東
京
支
部
を
支
援
す
る
旨
の
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

業
務
報
告
、
会
計
収
支
報
告
と
監

査
報
告
が
万
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

役
員
改
選
の
報
告
も
承
認
さ
れ
た
。
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猛
暑
が
続
く
九
月
十
四
日
、
名
古

屋
市
中
村
区
つ
ち
や
ホ
テ
ル
で
東
海

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
年

振
り
の
総
会
と
な
り
、
倉
田
校
長
先

生
、
大
久
保
同
窓
会
長
、
武
藤
東
京

支
部
長
を
始
め
と
し
て
多
く
の
諸
役

員
の
方
に
出
席
し
て
戴
き
ま
し
た
。

　

東
海
支
部
か
ら
も
多
数
の
同
窓
生

が
出
席
し
、
全
員
で
記
念
撮
影
の
後

の
懇
親
会
で
は
旧
校
舎
の
思
い
出
か

ら
現
校
舎
の
思
い
出
等
貴
重
な
話
も

数
多
く
出
て
、
学
校
の
歴
史
の
重
さ

と
諏
訪
実
業
生
の
学
校
に
対
す
る
情

熱
の
深
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
全
員
で
校
歌
、
逍
遥

歌
を
合
唱
し
、
林
応
援
団
長
の
音
頭

で
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
諏
実
」
の
エ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
開
催
に
あ
た
り
東
海

支
部
は
事
前
に
有
志
が
会
合
を
持
ち

正
に
支
部
上
げ
て
の
総
会
を
開
催
す

東
海
支
部
総
会
開
催

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

諏
訪
実
業
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
の
誇
り
と
、
「
絆
」
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

母
校
は
創
立
九
十
周
年
を
超
え
、

数
多
く
の
同
窓
生
が
各
地
で
活
躍
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
更
に
同

窓
生
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
新
し
い
　

平
成
25
年
5
月
18
日（
土
）午
後
3

時
30
分
よ
り
本
会
の
総
会
に
先
立
っ

て
ラ
コ
華
乃
井
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

れ
た
。
出
席
者
20
名
。
平
成
24
年
度

事
業
報
告
、
会
計
報
告
及
び
監
査
報

告
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
、
予
算

を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　

諏
訪
支
部
は
平
成
9
年
に
膝
元
の

支
部
組
織
と
し
て
活
動
す
る
目
的
で

発
足
し
た
。
母
校
と
同
窓
会
の
発
展

の
た
め
に
各
種
行
事
に
は
で
き
る
だ

け
多
く
の
参
加
者
を
募
り
、
相
互
の

親
睦
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
宮
下
孝
正
）

諏
訪
支
部
定
期
総
会

　

10
月
12
日
、
同
窓
会
下
諏
訪
支
部

の
総
会
が
下
諏
訪
町
の
ホ
テ
ル
山
王

閣
に
於
い
て
本
部
会
長
大
久
保
一
様

は
じ
め
役
員
の
方
々
、
校
長
先
生
倉

田
吉
春
様
、
そ
し
て
増
沢
三
平
先
生

下
諏
訪
支
部
総
会
開
催

　

恩
師
の
増
澤
三
平
先
生
が
今
年
6

月
に
「
諏
訪
実
物
語
」
を
お
書
き
に

な
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
昭
和
27
年
4
月
に
諏
訪
実

業
高
校
に
赴
任
さ
れ
、
昭
和
47
年
3

月
ま
で
21
年
間
在
任
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
物
理
の
担
当
で
し
た
の
で
特

に
つ
な
が
り
の
深
か
っ
た
原
雅
幸
先

　

11
月
15
日
下
諏
訪
町
の
ホ
テ
ル
山

王
閣
に
て
、
95
才
と
は
い
え
か
く
し

ゃ
く
た
る
上
島
光
男
先
生
を
囲
み
賑

　

11
月
14
日
、
諏
訪
市
の
ベ
ル
フ
ァ

イ
ン
橋
場
で
、
卒
業
以
来
53
年
。
卒

業
生
62
名
と
恩
師
、
小
菅
重
男
先
生

（
89
歳
）
竹
村
芳
房
先
生
（
88
歳
）

増
澤
三
平
先
生
（
87
歳
）
に
ご
出
席

頂
き
同
年
会
を
開
催
。
長
い
間
五
年

間
隔
で
行
な
っ
て
来
た
が
、
近
年
に

な
っ
て
三
年
に
な
り
、
古
稀
を
過
ぎ

て
歳
と
共
に
「
も
っ
と
早
く
」
の
要

望
が
多
く
、
今
回
は
二
年
後
の
開
催

と
な
っ
た
。
会
は
既
に
亡
く
な
ら
れ

た
恩
師
及
び
同
年
生
三
十
九
名
に
黙

祷
を
捧
げ
、
な
つ
か
し
い
校
歌
斉
唱

で
始
ま
り
90
歳
を
目
前
と
し
て
ご
参

加
頂
い
た
三
先
生
か
ら
当
時
の
思
い

出
話
を
含
め
た
同
年
生
へ
の
激
励
の

特
別
講
演
は

　
原
田
泰
治
画
伯

木
遣
り
で
会
場
興
奮
！

特
別
講
演
は

　
原
田
泰
治
画
伯

木
遣
り
で
会
場
興
奮
！

ま
た
新
し
く
顧
問
に
第
二
代
支
部
長

の
小
口
勝
氏
、
第
三
代
支
部
長
の
矢

崎
健
氏
、
第
九
代
支
部
長
の
高
田
政

幸
氏
に
就
任
い
た
だ
い
た
。

　

皆
さ
ん
待
望
の
講
演
は
本
校
同
窓

で
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
も
ご
活

躍
の
画
伯
原
田
泰
治
先
生
に
お
願
い

し
、
「
一
本
の
道
」
と
題
し
て
お
話

い
た
だ
い
た
。
幼
い
頃
か
ら
今
日
ま

で
の
苦
難
を
明
る
く
、
逞
し
く
乗
り

越
え
ら
れ
て
き
た
お
話
は
私
た
ち
の

昭
和
37
年
卒
3
年
B
組

「
龍
虎
五
番
会
」

言
葉
を
頂
い
た
。
宴
会
は
お
互
い
の

近
況
報
告
や
、
思
い
出
話
な
ど
話
題

も
豊
富
に
歓
談
。
盛
会
の
う
ち
に
終

了
。
途
中
仲
間
の
カ
ラ
オ
ケ
、舞
踊
、

御
柱
神
事
で
の
発
声
の
余
興
も
あ
り
、

あ
っ
と
い
う
間
の
三
時
間
で
あ
っ
た
。

逍
遥
歌
、
故
郷
を
斉
唱
の
あ
と
、
三

先
生
に
更
な
る
ご
健
勝
の
声
援
を
送

り
、
お
互
い
次
回
の
参
加
を
誓
っ
て

散
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
阿
部
義
弘
記
）

東
京
支
部
創
立

　
60
周
年
記
念
総
会

胸
を
打
つ
も
の
で
、
一
時
間
半
が
ま

た
ゝ
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

原
田
先
生
の
著
書
を
会
場
で
特
別
販

売
し
ま
し
た
が
、
用
意
し
て
い
た
60

冊
は
発
売
即
売
り
切
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
上
條
前
会
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
始
ま
り
、
同
窓
の
小
林
智
波

さ
ん
と
清
水
信
子
さ
ん
の
木
遣
り
で

最
高
潮
に
達
し
た
。
旧
交
を
温
め
な

が
ら
恩
師
や
会
員
相
互
の
間
で
な
ご

や
か
な
歓
談
が
続
い
た
。
出
席
者
全

員
で
出
身
中
学
校
別
に
懐
か
し
い
歌

を
大
合
唱
し
、
母
校
を
思
い
出
し
な

が
ら
逍
遥
歌
を
歌
っ
た
。
万
歳
三
唱
、

手
締
め
、
飛
び
入
り
の
エ
ー
ル
も
あ

り
、
閉
会
の
言
葉
で
5
時
間
半
の
総

会
、
懇
親
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
　

（
東
京
支
部
長　

武
藤
光
史
）

　
　

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

（
付
記
）
東
京
支
部
創
立
60
周
年
を

記
念
し
て
「
創
立
60
周
年
記
念
号
」

の
小
冊
子
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
恩
師

の
ひ
と
こ
と
、歴
代
支
部
長
の
言
葉
、

会
員
に
よ
る
誌
上
座
談
会
と
仲
間
た

ち
の
思
い
出
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
懐

か
し
い
お
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。

出
席
者
を
広
げ
て
、
出
席
し
て
良
か

っ
た
と
実
感
で
き
る
支
部
の
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
口
正
人
記
）

を
ご
来
賓
に
迎
え
て
盛
大
裡
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
増
沢
先
生
上
梓
の
、

「
諏
訪
実
物
語
」
の
ご
講
演
を
い
た

だ
き
当
時
を
振
り
返
り
楽
し
い
会
に

な
り
ま
し
た
。
支
部
役
員
は
全
て
再

任
で
以
下
の
通
り
で
す
。

支
　
部
　
長　

武
井
範
好

副
支
部
長　

武
居
千
代
子
・
北
村

　

勝
人
・
渡
辺
啓
吾
・
佐
藤
美
恵
子
・

　

山
田
ち
づ
子
・
藤
森
康
弘

事
務
局
長　

尾
上
貴
臣

副
事
務
局
長　

花
岡
廣
子

　
　
　
　
　
　
　

（
尾
上
貴
臣
記
）

昭
和
35
年
卒
業
同
年
会

「
諏
訪
実
物
語
」の
紹
介

「
諏
訪
実
物
語
」の
紹
介

や
か
に
想
い
出
話
を
咲
か
せ
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

校
歌
、
逍
遥
歌
そ
し
て
な
つ
か
し

い
「
諏
訪
実
か
ら
た
ち
日
記
」
を
歌

い
、
夜
は
夜
で
ダ
ベ
リ
ン
グ
会
の
再

現
で
日
付
が
替
る
ま
で
大
い
に
飲
み

明
か
し
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
尾
上
貴
臣
記
）

生（
生
物
）、折
井
一
先
生（
化
学
）、山

岡
忠
郎
先
生（
数
学
）を
は
じ
め
、
藤

森（
宮
坂
）利
男
先
生（
英
語
）、北
澤

忠
義
先
生（
体
育
）な
ど
の
ほ
か
社
会

科
や
国
語
科
、
音
楽
科
の
先
生
方
と

の
交
流
を
書
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

物
理
の
授
業
の
こ
と
、
被
服
科
の
担

任
だ
っ
た
こ
と
、
特
に
力
を
入
れ
た

放
送
委
員
会
の
こ
と
、
天
竜
峡
強
歩

大
会
の
こ
と
、
定
時
制
の
授
業
の
こ

と
、
新
校
舎
建
設
の
こ
と
（
現
清
水

町
校
舎
へ
昭
和
42
年
移
転
）
な
ど
が

生
徒
と
の
つ
な
が
り
を
中
心
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
今
88
歳
で
す
が
、
毎
日
お

元
気
で
、
2
百
坪
の
畑
で
ネ
ギ
や
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
長
い

も
な
ど
の
野
菜
作
り
に
精
を
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
土
が
堅
い
の
で
長
い
も

掘
り
に
は
と
て
も
苦
労
す
る
と
の
こ

と
で
す
。
本
部
の
総
会
や
東
京
支
部

と
東
海
支
部
の
総
会
に
は
ほ
と
ん
ど

毎
年
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
懇
親
会

で
楽
し
い
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
こ
の
「
諏
訪
実
物
語
」
は
私
た

ち
同
窓
生
の
た
め
に
書
い
て
く
だ
さ

っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
が

益
々
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
付
記
）「
諏
訪
実
物
語
」
は
Ａ
4
版

で
16
枚
、
同
窓
会
東
京
支
部
長
の
武

藤
光
史
さ
ん（
昭
35
卒
）と
事
務
局
長

の
宮
坂
朝
光
さ
ん（
昭
41
卒
）に
よ
っ

て
活
字
化
さ
れ
ま
し
た
。
お
読
み
に

な
り
た
い
方
は
送
料
140
円
分
の
切
手

を
同
封
の
う
え
左
記
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
同
窓
会
広
報
部
）。

〒
3
9
9
–
0
7
0
6

　

塩
尻
市
広
丘
原
新
田
2
0
5
–
1
5

　
　
　
　
　
　
　

上
原　

郁
夫
宛 下諏訪支部総会での増澤先生の講演


